
■決算状況

交付金配分枠 8,839,000 円

交付金決算額 7,591,239 円

その他収入    585,123 円

85.9%

各分野の決算

①協議会運営 4,252,228 円

②地域振興 1,771,122 円

③地域福祉 176,000 円

④安心・安全 663,294 円

⑤環境づくり(土木工事） 0 円

⑤環境づくり(その他） 105,028 円

⑥地域個性創出 1,208,690 円

決算総額 8,176,362 円

■■■■地域地域地域地域づくりのづくりのづくりのづくりの活動方針活動方針活動方針活動方針（（（（テーマテーマテーマテーマ））））

■■■■総括総括総括総括

■■■■分野別事業名分野別事業名分野別事業名分野別事業名

① 協議会運営

② 地域振興

③ 地域福祉

④ 安心・安全

⑤ 環境づくり

⑥ 地域個性創出

環境整備事業・土木工事

伝統文化の保存継承事業・チャレンジ大殿健児交流事業

大殿地区安心安全のつどい・自主防災活動推進事業
地域見守り活動事業・反射鏡設置事業

　交付金決算額／配分額    

おおどのコミュニティおおどのコミュニティおおどのコミュニティおおどのコミュニティ協議会協議会協議会協議会　　　　地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり交付金事業概要交付金事業概要交付金事業概要交付金事業概要（（（（平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度））））

新たな組織体制の定着、機能強化の年となりました。各団体や個人の意見が反映される「運営委員会」を柱
に、一つ一つの視点を明確にしながら解決策を協議していく専門部会（あんぜん部会・やすらぎ部会・にぎわ
い部会）では、地域課題にそった活動が、「実施、検証、次へつなげていこう」という、自己完結できる会議体制
となってきました。これは、お互いに「問題意識をもって話し合う」という姿勢が会議における話し合い機能の強
化につながっていると考えられます。地域課題は部会からのボトムアップという視点を大切にし、引き続き、課
題解決に向けて積極的に取り組んでいきます。新たに策定する地域づくり計画に基づいた事業では、特に、つ
ながり分野の事業で、情報発信の方向性や人材育成の課題等を一歩ずつ進めていきたい。

心豊かに暮らし続けることができるまちづくり
「住んでみたいまち　訪れたいまち　働くところのあるまち」

事務局長及び事務局員給与・事務費

地域情報の発信と広報活動事業・体育振興事業
地域コミュニティ推進事業

健康増進三世代交流事業・見守り訪問活動推進事業
三世代交流ウォーキング事業
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■地域の情報

地域人口 7,365人 自治会数 29

世帯数 3,319世帯 自治会加入率 95.30％

※数値は、平成27年4月1日のもの



■■■■重点的重点的重点的重点的にににに取取取取りりりり組組組組んだんだんだんだ事業事業事業事業

事業名 地域地域地域地域コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ推進事業推進事業推進事業推進事業 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名 自主防災活動推進事業自主防災活動推進事業自主防災活動推進事業自主防災活動推進事業 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名 伝統文化伝統文化伝統文化伝統文化のののの保存継承事業保存継承事業保存継承事業保存継承事業 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

引き続き地域の良さや魅力を再発見できるような活動を進めていきたい。

1,006,436円

自主防災組織が１地区増えるなど地域防災意識の高まりと各町内の危険個所の洗
い出しができ、安心・安全マップ（仮称）整備の準備が整いました。

自主自立の原則のもと、それぞれの持ち分を活かし合う体制が進みつつあります。
地域住民の関心も高く好評だった講座開催は、新たなつながりに手応えのある事業
となりました。

1,339,353円

１４０人

地域内の各町内会を中心に各種団体との連携強化。活動拠点の充実。事業助成
金の交付。講座開催。

見守りボランティアと各町内の問題意識の共有につながりました。

安心・安全マップ（仮称）整備後は、情報を地域に還元する活動を強化し、安全意識
の醸成に取り組んでいきたい。

③

地域の伝統文化（祭り）を通して地縁の強化を図ります。

参加意識の高まりと世話焼き活動で地域住民を巻き込むつながりの輪が広がりまし
た。

地域のつながり、地域の誇り、地域への愛着が感じられる事業になりました。

継続することを重点に、誰もが楽しく参画できる仕組みとつながりが実感できる事業
にしていきたい。

地域内で開催される「祭り（ほたる祭り・ちょうちん祭り・ふるさとまつり）」の実施

平成２６年５月３１日・８月６日～７日・１１月９日

１，０００人

話し合い意識の醸成が図られ、組織運営が強化されてきました。
新規講座開催（庭木の学校）では、地域住民の関心の高さが感じられました。

②

災害時に備え、各町内の自主防災組織立ち上げの推進を図ります。

平成２６年５月～平成２７年３月

６０人

605,556円

防災用品（土のう）の購入・配付及び安心・安全マップ（仮称）作成のための調査

①

地域内の各種団体との連携強化、及び交流の拡大を図ります。

平成２６年５月～平成２７年３月


